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石狩のすがた 

●地勢 

 石狩管内の総面積は 3,540.06 ㎢で、鳥取県とほ

ぼ同じ面積です。 

石狩の北西部は、約 72 ㎞にわたり日本海に面し、

北端の増毛火山群に属する高山へと続いています。

この一帯は、暑寒別天売焼尻国定公園として指定

され、変化と景観に富んだ海岸線は、日本海オロロ

ンラインとよばれ、優れた観光レクリエーション

地帯として注目されています。 

 南西部は恵庭岳を主峰とする山岳地帯と、エメ

ラルドグリーンに輝く支笏湖が支笏洞爺国立公園

を形成しており、原始林に囲まれた湖とその周辺

山岳の景観は、まさに北海道らしいダイナミック

さと神秘的魅力にあふれています。 

 中央部は、日本三大河川の一つである石狩川が

東西に走り、その流域には広大かつ肥沃な石狩平

野が広がっています。また、この地域は稲作の中核

地帯であると同時に北海道の中枢機能を備える道

都札幌市を中心に大都市圏を形成しています。 

 土壌は、石狩川流域の肥沃な沖積土壌、南部の樽

前系火山灰土、篠津の泥炭土に大別され、また当別

町から石狩市、江別市野幌から北広島市にかけて

の強酸性重粘土壌、恵庭市南部から千歳市にかけ

ては、不良性火山性土などの不良土壌があります。 

●人口 

 管内の人口は、令和２年の国勢調査では

2,396,732 人で、北海道の人口が減少している中で

増加し続けており、また、道内の総合振興局・振興

局別では最も多く全道の約 46％を占めています。 

 市町村別に平成 27 年と令和２年の国勢調査で

増減を比較すると、札幌市・江別市・千歳市・恵庭

市の４市は増加しましたが、他の４市町村は減少

しています。 

 

 

 

北海道総面積 

83,422.27 ㎢ 

〈比較してみよう！〉 

★石狩管内の面積≒鳥取県の面積 

  （3,540.06 ㎢） （3,507.03 ㎢） 

１ 石狩のすがた 

■人口の推移（国勢調査） 
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■月別平均気温（令和７年） 

 

●自然 
 管内は森林、山岳、湖沼、海岸線、高山植物など自

然美に富んだ景勝地が多く、これらの多くは支笏洞爺

国立公園や、暑寒別天売焼尻国定公園、道立自然公園

野幌森林公園に指定され、自然景観を保護しながら、

国民の保健休養の場等として広く利用されています。 

●気象 

管内は、四季の変化に富んでおり、また、広域にわた

るので、気象は日本海側の地域と太平洋に近い南側の

地域で差が現れます。 

 春は、晴れる日が多くなります。夏は、北側の地域は

晴れやすく、南側の地域では曇りや雨の日が多くなり

ます。秋は天気が変わりやすく、冬は主に北側の地域で

雪の日が多くなります。 

 一年を通した平均気温は冷涼であり、冬は最高気温

が 0 度未満の「真冬日」となる日が半分以上を占める一

方、夏は最高気温が 30℃以上となる「真夏日」があり

ます。 

 

 

 

支笏湖湖畔 

道立自然公園野幌森林公園内の北海道開拓の村（札幌市） 

（石狩振興局地域創生部地域政策課調べ） 

■月別降水量（令和７年） 

（石狩振興局地域創生部地域政策課調べ） 

 

※上記数値については、札幌市は札幌管区気象台、千歳市は支笏湖畔地域気象観測所、石狩市は浜益地域気象観測所の値を使用した 


